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次
期
神
宮
式
年
遷
宮

「
奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会 

結
成
準
備
委
員
会
」
を
設
置
予
定

令
和
５
年
度
、お
木
曳
が
動
き
出
し
ま
す
。

継
続
的
な
御
遷
宮
へ
の
事
業
展
開

　

伊
勢
の
ま
ち
に
と
っ
て
式
年
遷
宮
は
い

つ
の
時
代
も
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
伝
統

的
な
民
俗
行
事
や
そ
の
時
期
に
あ
わ
せ
た

様
々
な
催
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
の
慣
例
で
は
、
ひ
と
つ
の
行
事
が

終
了
し
た
時
点
で
実
行
団
体
が
解
散
し
、

そ
の
都
度
改
め
て
結
成
さ
れ
て
い
た
組
織

運
営
で
し
た
が
、
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮

が
完
遂
さ
れ
た
後
、
平
成
27
年
よ
り
次
期

神
宮
式
年
遷
宮
へ
向
け
て
官
民
一
体
の
新

た
な
組
織
と
し
て「
伊
勢
御
遷
宮
委
員
会
」

が
発
足
。
「
お
木
曳
行
事
」「
お
白
石
持
行

事
」等
、
御
遷
宮
に
関
わ
る
諸
事
業
に
継
続

的
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
民
俗
行
事
に
お
い
て
、
伊

勢
市
内
各
町（
各
団
）と
の
連
携
を
途
絶
え

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
各
町（
各
団
）

と
の
情
報
共
有
等
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
伊
勢
御
遷
宮
委
員
会
で
は
窓
口
と
な

る
事
務
局
を
設
置
し
、
随
時
聞
き
取
り
調

査
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
、
次
期
御
遷

宮
や
お
木
曳
行
事
へ
の
下
準
備
を
続
け
て

い
ま
す
。

奉
曳
団
結
成
の
た
め
の
準
備
が
は
じ
ま
る

　

神
宮
式
年
遷
宮
は
、
天
皇
陛
下
の
御
聴

許
を
拝
し
て
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
お
木

曳
行
事
に
向
け
ま
し
て
は
、
前
例
に
倣
い

「
奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会
」
の
結
成

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
伊
勢
御
遷
宮
委
員
会
で
は
、

「
奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会
」結
成
ま
で

に
団
を
結
成
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

準
備
を
行
う
組
織
と
し
て
、
結
成
１
年
前
に

「
奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会
結
成
準
備

委
員
会
」の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
町（
各
団
）の
皆
様
と
、
よ
り
連
携
を
図

り
、
先
人
達
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
伊
勢

の
民
俗
行
事
を
遺
憾
な
く
執
り
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成17年2月11日　第62回神宮式年遷宮用材奉曳団連合会結成式　

こ
れ
ま
で
「
伊
勢
の
ご
せ
ん
ぐ
う
」
と
し
て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
か
ら
は
広
報
紙
「
伊
勢
の
お
木
曳
」
と
し
て
、
次
期
御
遷
宮
の
「
お

木
曳
行
事
」
へ
の
市
民
総
参
加
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の
伊
勢
市
民
の
皆
様

に
周
知
・
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

　

奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会
結
成
準
備
委
員
会　

　

設
置
／
令
和
６
年
２
月
11
日
（
予
定
）

※
神
宮
式
年
遷
宮
用
材
奉
曳
本
部
・
奉
曳
団
連
合
会

　

結
成
／
令
和
７
年
２
月
11
日
（
予
定
）

平成27年4月　伊勢御遷宮委員会発足時

第62回神宮式年遷宮お木曳行事　川曳（平成18年撮影）

第62回神宮式年遷宮お木曳行事　陸曳（平成19年撮影）

今
後
行
わ
れ
る

御
遷
宮
に
向
け
て
の

市
民
参
加
行
事

　
　
　
　【
開
催
予
定
年
】

■
お
木
曳
行
事　

 
  【

令
和
８
年
・
９
年
／

       
２
０
２
６
・
２
０
２
７
】

　

御
遷
宮
に
奉
仕
す
る
神

領
民
の
伝
統
あ
る
民
俗
行

事
。
奉
曳
団
ご
と
に
御
用

材
を
奉
曳
し
ま
す
。

■
宇
治
橋
渡
始　

 【
令
和
11
年
／
２
０
２
９
】

　

内
宮
入
口
に
架
か
る
宇

治
橋
は
御
遷
宮
の
４
年
前

に
架
け
替
ら
れ
、
完
成
時

に
古
式
ゆ
か
し
い
お
祝
い

行
事
「
渡
始
式
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

■
お
白
石
持
行
事

  

【
令
和
15
年
／
２
０
３
３
】

　

御
遷
宮
年
に
新
御
敷
地

に
敷
く
お
白
石
を
奉
献
す

る
神
領
民
の
伝
統
あ
る
民

俗
行
事
。

　

20
年
に
一
度
社
殿
を
同
じ
形
の
ま
ま

新
し
く
造
り
替
え
お
宮
を
遷
す
御
遷

宮
。
社
殿
の
ご
造
営
は
山（
御み

杣そ
ま

山や
ま

）か

ら
木
を
伐
り
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

９
年
を
か
け
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

ご
造
営
の
た
め
の
御
用
材（
木
材
）を

運
搬
す
る
作
業
が
行
事
化
し
た
の
が「
お

木
曳
」行
事
で
す
。

　

古
く
か
ら
神
領
民
と
い
わ
れ
た
伊
勢

の
町
衆（
市
民
）が
御
用
材
を
曳
く
歴
史

あ
る
祭
事
で
、
遷
宮
年
の
７
年
前
か
ら

２
ヶ
年
に
亘
り
実
施
さ
れ
る
神
宮
の
神

事
と
並
ぶ
民
俗
行
事
で
す
。

　

伊
勢
市
内
に
は
81
の
奉
曳
団
が
あ

り
、
年
齢
性
別
問
わ
ず
誰
も
が
参
加
で

き
る
「
全
市
を
あ
げ
て
行
う
伊
勢
市
の

伝
統
的
な
行
事
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
由
緒
や
所
在
地
区
に
よ
り
内

宮
領
と
外
宮
領
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、

実
施
の
際
の
決
ま
り
ご
と
な
ど
も
歴
史

的
慣
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
団
ご
と
に

自
主
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

お
木
曳
だ
け
で
な
く
、
御
遷
宮
年
の

「
お
白
石
持
行
事
」
や
、
御
遷
宮
に
関

わ
る
行
事
へ
の
ご
奉
仕
へ
の
参
加
は
そ

の
奉
曳
団
（
所
在
の
町
）
を
通
じ
て
呼

び
か
け
ら
れ
、
神
宮
行
事
を
と
も
に
祝

う
の
が
伊
勢
の
ま
ち
の
古
く
か
ら
の
風

習
で
す
。

　

参
加
の
経
験
、
ご
記
憶
が
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
「
こ
れ
ま
で
経
験
が

な
い
」
と
い
う
方
も
ぜ
ひ
20
年
ご
と
の

伊
勢
の
ま
ち
の
節
目
と
な
る
御
遷
宮
に

関
わ
る
一
大
行
事
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
各
町
の
奉
曳
団
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
が
ま
ち
へ
の
貢

献
と
な
り
、
ま
た
地
域
連
携
を
深
め
、

日
本
文
化
や
暮
ら
し
を
見
直
す
機
会
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
伊
勢
の
地
な
ら
で
は
の
行
事
は

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
特
別
な
思
い
出

と
な
り
、
そ
れ
が
ま
ち
の
未
来
へ
の
伝

統
継
承
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 令和 13 年度 令和 14 年度 令和 15 年度

西暦 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

行事
予定

お木曳
行事準備

※準備委員会
設置

令和 6 年
2 月 11 日

※奉曳本部等 
結成

令和 7 年
2 月 11 日

御樋代木
奉曳式
浜参宮

試し曳等

第一次
お木曳
行事

第二次
お木曳
行事

お白石持
行事準備
※連合会
結成等

　 お白石持
行事

神宮の
御遷宮
諸祭

山口祭〜
御杣始祭

木造始祭 鎮地祭 宇治橋
渡始式

立柱祭
上棟祭
など

【遷宮年】
遷御

少年
年齢層 9〜15 10〜16 11〜17 12〜18 13〜19 14〜20 15〜21 16〜22 17〜23 18〜24 19〜25

青年
年齢層 16〜47 17〜48 18〜49 19〜50 20〜51 21〜52 22〜53 23〜54 24〜55 25〜56 26〜57

壮年
年齢層 48〜67 49〜68 50〜69 51〜70 52〜71 53〜72 54〜73 55〜74 56〜75 57〜76 58〜77

老年
年齢層 68〜 69〜 70〜 71〜 72〜 73〜 74〜 75〜 76〜 77〜 78〜

（   　）（   　）

次
の
式
年
遷
宮
へ
、
準
備
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

御
遷
宮
に
向
か
っ
て
、市
民
総
参
加
で
！

　

御
遷
宮
行
事
へ
の
参
加
は
神
領
民
の
特
権
、

　

伊
勢
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
伝
統
文
化
で
す
。

今年の年齢


